
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《様々な暮らし・村づくりの施策》 

安心・安全な村づくりでは、ＡＫＰ４８や、総合型地域スポーツクラブ「楽スポあすか」、防災訓練などに取り組

んでいます。また、住みやすい村づくりの実現に向け、車座集会「明日香座」に取り組んでいます。 

  

  

夢ある明日香づくりに向けて 
 私が明日香村政を担わせていただき、はや４年近くになりました。この４年間で、「明日香健康づくりプロジェ

クト４８（ＡＫＰ４８）」の実施、総合型地域スポーツクラブ「楽スポあすか」や小学校空き教室での学童保育の

推進、教育旅行・民家ステイの立ち上げや電気自動車「MICHIMO」の導入、日本遺産「日本国創成のとき～飛鳥を

翔た女性たち」の認定、車座集会明日香座の開催などに取り組み、安全安心で元気な村づくりに向け、新たな施策

の種をまき、小さな芽が出始めているのではないかと期待しております。 

 しかし、人口減少・高齢化への対応、働く場の創出、子育て支援の充実など、課題は山積しており、引き続き全

力で、お年寄りや若者が暮らしやすく、未来に希望が持てる「夢ある明日香づくり」に取り組みたいと考えており

ますので、皆様方のますますのご厚情とご支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

                              

平成２７年７月 夢ある明日香を創る会 森川裕一 

 

向夏の候、いかがお過ごしでしょうか。 

 

 平素は森川裕一後援会の活動にご理解とご協力を賜り、ありがとうございます。 

 さて、今年も「森川裕一後援会」総会を開催させていただき、村政の現状や夢ある

明日香づくりについて、ご報告させて頂くこととなりました。併せて、会報誌  「夢

／明日香 Vol４」を発行させて頂きましたので、ご一読いただき、ますますのご支

援のほど宜しくお願いいたします。 

            平成２７年７月 森川裕一後援会 会長 中井康充 

 

後援会風景 

 



 

 

 

 

《明日香まるごと博物館づくり》 

屋根のない博物館で、歴史文化、自然の輝き、人の汗を五感で体感する「明日香まるごと博物館」づくりに取り組んで

います。平成２７年４月には、日本遺産 「日本国創成のとき～飛鳥を翔た女性たち～」に認定されました。また、歴

史、文化財と観光・芸術をつなぎ合わせ、魅力ある明日香にするため、様々な事業やイベントに取り組んでいます。 

    

《明日香村のめざす地方創生の考え方(私案)》 

日本では、元気で豊かな地方を創生する取り組みが進んでいます。今後、村民の方々のお考えをしっか

りとお聞きしながら、明日香村の創生に取り組んでまいります。 

【目 標】 世界に輝く 美
うま

し飛鳥づくり、 

          日本に光る 豊かな明日香ぐらし 

＜夢ある明日香づくり：くらし、なりわい、たたずまいの向上＞ 

【戦略的視点】 

高齢化に対応しつつ、若者の人口減少に歯止めをかけ、空き家や放棄地を減らす 

 

1. 飛鳥の魅力を磨き、国内外に発信し、来訪者を増やす 

2. 人やお金の新しい流れを興し、働く場をつくる 

3. 安心で、暮らしやすく、住みたくなる まちづくり 

 

夢ある明日香づくりの政策体系  

① 医療・福祉、子育て・学び、防災などのくらしの安全安心 

② 「明日香まるごと博物館づくり」による地域活性化 

③ 課題解決型のむらづくりの整備・経営 

 

事務局通信： 

 ご連絡先：森川裕一後援会事務局  

  〒634-0108 奈良県高市郡明日香村雷 366-3  FAX：０７４４－５４－２６２７ 

なお、会員ご入会に関しましては、ホームページ上で後援会入会申込フォームを埋めてメールするか、ファックスし

ていただき、その上で、会費をお振り込みください。 

詳細は、森川裕一の公式ホームページ＜http://morikawayuichi.com/＞をご覧ください。 

 

 


